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国家と占星術 - バ ー ドヴ ァ ｡ コ ム ー ネ における政治思想と
占星術思想の 関連 -
黒 田 加奈子
本稿は, 北イ タ リ ア の都市バ ー ドヴ ァ に存在する公共建築物で ある パ ラ ッ ツ オ ･ デ ッ ラ ･ ラ
ジオ
- ネ Pala z z odella Ragio n e(以下サ ロ ー ネS alo ne と呼称) の 壁画装飾に お い て , なぜ
占星術主題が採用され たの かを解明するため の新た な 一 工程を示すもの である 1o そ の 図像プ
ロ グラ ム のイ ン ヴ ェ ン 夕 - とさ れるの は, 当時バ ー ドヴ ァ 大学で天文学, 医学の教師と して 教
鞭を振る っ て い た ピ エ ト ロ ･ ダ ー バ ノ Pietr o d'A ba n o(1250-1315) と い う人 物で あ る 2. サ
ロ ー ネ の 美術史的研究史で は, 彼に よる論文がそ の 一 部を成すとされ る 『平面天球図 Astrola
biu 皿 Pla n u m』(1488) の 挿図と壁画装飾の具体的な照応関係が 論じ られて き た 3｡ 近年の 研
究で は, 科学史の側面か ら ビ ュ ト ロ ･ ダ ー バ ノ を研究する者に よる壁画解釈の論考も発表さ れ
1 パ ラ ッ ツ オ ･ デ ッ ラ ･ ラ ジ オ
- ネ は, コ ム ー ネ時代 (11世紀 - 1237, 1257- 1328) の バ ー ド ヴ ァ に1218-9
年頃建立された裁判所, 集会所などの 機能をもつ 巨大公共建築物 (現行 長さ78.46/79.78 幅27.09/26.82
高さ15.60(m))である｡ そ の 内部の壁画装飾はおよそ320の 区分からなり, そ の 多くが 占星術主題を示す
もの で ある｡ こ の建築物の来歴装飾等の詳細に つ い て は, Centro Inte r n a zionale di Storia dello spazio e
del Tem po (CISST), II Pala z zo delta Ragio n ea Padou a, Rom a :Istituto poligrafico e zec c adello
Stato, Libr e ria dello S七ato, 1992 3v ols. を 参照｡ 更 に , 筆者 に よる千葉大学大学院平成12年度修士論文
『コ ム ー ネ と占星術 - バ ー ド グ ア バ ラ ッ ツ オ ･ デ ッ ラ ･ ラ ジ オ ー ネ の壁面装飾を中心に - 』 の序論に特に詳し
い ｡
2 ピ エ ト ロ ･ ダ ー バ ノ と サ ロ ー ネ の関連を示唆する同時代史料は, M icbiel Sa v ona r ola (1384 ?-1462?),
Libellus de Tnagnificis oT･n am entis regie ciuitatis Padue, in Reru nItalica rum Scrtptores ed. Bonardi,
A. a nd Mu r ato ri
,
L. A.
,
Citta di Castello 1905-8, ⅩⅩⅠV p. 44, 47-8 の み で ある｡ しか し, 後述するよ
うに テ キ ス トと図像の照応関係等か らも彼が この 装飾に大きな影響を与えた ことは はぼ間違い な い と思われ
る｡
3 ed. 3oha n nEngel(1463-1512), Astrolabiu m Pla n u mi'Ltabulis a scendens, Augusbu rg 1488『平面
天球図』1488の 第2部 ｢各宮の 各度数 に ア セ ン ダ ン ト がある 人の た め の 性格判 断の ホ ロ ス コ ー プ+
fol. 45-92部分の ホ ロ ス コ ー プ に示された図版と壁画装飾の具体的な照応関係が論じられた ｡ そ の 第2郡部
分が , Mu n ch邑n (‥L M lat. 22048, foュs. 158v -176v De signis celest£bus eorumqzLe Significatio ne et
potestate, c uTn m ultis tabulis astroTW micis通称 De ITn aginibusで ある ｡ こ の マ ヌ ス ク リ プ ト に つ い て
は既にT horndike, H istory of m agic a nd experiTnentalscienc e, vol. ⅠIp. 920 およびidem ,
" M anu s cripts
of the writings of Peter of Aban o
”
, in Bulletin ofthe H istory of Medicine, ⅩⅤ (1944), p p. 201-
219に記録があり, 後 に Ves covini氏 (後述) に よ っ ても詳細に論じられ て い る｡ こ の テ キ ス ト と壁画装飾
の照応関係を初めて論じた の はBurges, W . ,
`
La 《Ragione》 de Pado ue
”
, in An nales a rch6ologiques,
18(1858)p p. 331-343; 19(1859)p p. 241-251; 26(1869)p p. 189- 203e 2501271で ある. しか しそ の
照応関係の みならずテ キ ス トの構造と壁画の図像プ ロ グ ラ ム の整合性を立証 した の はザク ス ル で あ っ た｡
Sa xl, Fritz, Verzeichnis a strogische r u nd mythologischer illustT･ierter Ha ndschT･iftendeslateinis che n
M ittelalte rs in r omische nBibliothehe n, v ol. 2 Heidelberg, 1927p p. 49- 68
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て い る4｡ 彼は, 従来科学史上 で は占星術医学の 第
一 人者と して位置付け られ て おり, そ の 源
流 とな る思想 や彼の論理 に つ い て は詳細な研究が進 め られ て い る ｡ ま た, 自然哲学史上に お い
て も後代に 大き な影響を与え た者の 一 人 と して 数え られ て おり, そ の 事苗観 に つ い て の 研究 に
は厚い 堆積が ある5｡ 筆者は, 彼が公共建築物における図像プ ロ グラ ム の イ ン ヴ ェ ン タ
- と し
て国家に採用さ れ たと い う事実を踏ま えた上 で , 彼の思想そ の もの が自然哲学だ けで はなく同
時代の バ ー ドヴ ァ の政治観に 大き な影響を与えて い た の で はな い か とい う仮説を立 て た o そ こ
で本稿に 削 ､て は, まず彼の 上記の 著作及 び他の 著作に見られ る占星術に対する姿勢, 宇宙観
を検証 した い . 更に同時代の 社会的状況を考え る に あた っ て , バ
ー ドヴ ァ の 政治学者 マ ル シ リ
ォ . ダ ･ Jヾ - ドヴ ァ Ma r silio dei Mainardini; detto Ma r silio da Pado v a(1280-1343) 杏
取り上 げる ｡ そ の 著作 『平和の 擁護者 Defe n s o rPa cis』(1324) に お ける論理 と そ の 思想を 検
証する こと で , バ ー ドヴ ァ ･ コ ム
- ネ の 社会的心性の 一 端を示す｡ ま さ しく政治思想が
一 つ の
時代全体に内在する哲学で あり, そ の 時代の行動を決定 し, 生活を形作る もの な の で あれ ば,
公共建築物で ある サ ロ ー ネ にお ける図像プ ロ グラ ム を解読する鍵も こ こ に示 され て い ると考え
て もよい だ ろう6 ｡ また, ピ エ ト ロ ･ ダ ー バ ノ の 信仰告白に はその 証人と して マ ル シ リ オそ の
人が名を連ね て おり, 彼らの 間 に何らか の つ ながりが あ - た こと は確か で ある
7
o
マ ル シ リ オ
が パ - ドヴ ァ 大学で 医学の 教えを受けた人物が ピ エ ト ロ ･ ダ ー バ ノ で あ っ たと い う説もある
8
o
こ れ らの こ とか らも両者の 理論を検証す る必要性がある と思わ れ る｡ 両者に通底するもの こそ
が トポ ス と して の サ ロ ー ネ の 意味を考え る 一 助とな るで あろう.
ピ エ ト ロ . ダ ー バ ノ は, 13世紀末か ら14世紀初頭に おい て多大な影響を及ぼ した医師, 哲学
者, 天文学 ･ 占星術学者で あ畠と位置付けられる
9
. 彼の生涯と そ の功績に つ い て の 集成が 初
めて 上梓さ れ たの は1900年に 遡 るが, あい まい な点が多く, 未だ に再考が繰り返されて い る
10
o
ピ エ ト ロ . ダ ー バ ノ 研究はそ の 歴史を 一 瞥して も明 らか な よう に , 魔術師, オ カ ル テ イ ス ト と
して の評価を受け つ つ , 中世自然哲学の メ イ ン ス トリ
ー ム を形成する者と して近年にな っ て よ
ぅやく研究が活発とな っ た ｡ それ はま さ しく, 占星術思想その もの の歴 史的評価の 再編の 動き
生 特に Federici Vesco vini, Gr aziella,
"
Pietro d
'Aban o e gliaffreschia strologici del Palaz zo della
Ragione di Pado v a
”
, Labyrintho s, 9(1986) p p･ 50-75
5 ピ エ ト ロ ･ ダ ー バ ノ の研究史に つ い て は後述する｡
6 Er nst Bake r,
"
Mediae val Politic al T ho ught
”
, in F･ J･ C･ He ar nshaw , ed･ ･ The Social a nd Political
Ideas of So m eGr e at Mediae ual Thinkers, Reprinted Daw s ons of Pall Mall･ Lo
ndo n
,
1967･ first
published 1921･ (柴田平三郎訳 『中世 ヨ
ー ロ ッ パ 政治理論』 お茶の 水書房1980所収) 邦訳p1 4
7 Tizian aPes占nti,
`･
Per la tradizione del testam e nto di Pietro d
,Abano” in Medioe ロ06(1980) p p･
533- 42
8 M arsiliu s of Padu a, Defens or pa cts, tr an slated with an intr oductio nby Alan Gewirth, Tor o nto;
university of Tor onto Press, 1990, [c]1980(Mediev al Ac ademy reprints for te ac
hing; 6) Origin al
ed. Harper Torchbo oks, 1967[first published Colu mbia University Pr es s, 1957] p
･ ⅩⅠⅩ introduc-
tion ;Vllm a n n, W alter, A history of politicalthought: the M iddle Ages･ Pe
nguin , 1965(朝倉文市
訳 『中世ヨ ー ロ ッ パ の 政治思想』 お茶の水書房1983) 邦訳p･ 227
9 T hor ndike, op . cit. vol. IIpp. 874ff･
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と機を 一 にする もの で ある 11o
1303年に完成した 『調停者Co n ciliato r』 に よる と, 彼は10年と い う歳月をか けて こ の 著作
を完成させ , 当時53歳で あ っ た 12｡ こ こ より彼の 生年は1250年とされ る13｡ そ して遺言が作成
され たの が1315年で ある ため没年はそれ以降に設定される14. 父 Costa n z oは恐らくバ ー ドヴ ァ
の 公証人で あ っ たと考え られ て い る 15. 別 の史料に よると, 1302年には 一 家は バ ー ドヴ ァ に住
ん で い た とされ る16｡ 彼は1270-90年頃, サ ル デ ィ ニ ア や コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル へ と旅行し
た と考え られ て いる 17｡ コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル で , 彼はア リ ス トテ レ ス 『問題集』 を発見し,
初の ラ テ ン語訳を施した 18｡ 1292- 99年に マ ン ト ヴ ァ Ma nto v aの カ ビタ ー ノ ･ デ ル ･ ポ ー ポ ロ
10 Fer rari, Stefano, Pe rla biogr afia epeT･ gliscritti Pietro d
'A baTW , Geno v a, 1900 こ の ｢ 寄せ集
め て きな再構築+ の著作に よる彼の生涯とそ の著作に対する否定的な視点が後にも影響を与えたとヴ ュ ス 土
ゲ ィ - ニ は論じ て い る. 〔ed. FedericoVesc o vini]Pietr o d
'
A bano, Lu cidator dubita riu m astrono mia e,
padov a :Progr am m ae l＋1 edizio ni 1992pp. 21ff. 1912, 1920-21年 に はナ ル デ ィ に よ っ て , バ
ー ド ヴ ァ
ア ヴ ュ ロ エ ス 主義 の先駆として 位置付 けられた こと で そ のイ メ ー ジの 修正が施された ｡ Nardi, Br u no ,
"
La
te oria dell'a nim a ela ge n e razione delle form e s e co ndo Pietro d
'A ban o” ,
` `Intor no alle dottorine
filo sofiche di Pietro d
'
A bano
''
o r ain Sag gl S ull
'
aristotelism o pado v ano del sec ol XIV al ⅩⅤⅠ,
Firen ze : San s o ni, 1958p p. 1- 73こ の他 にも ソ - ン ダイク に よる幾 っ か の論文に代表され る彼の マ ヌ ス ク
リ プ ト の掘り起 こしと ともに な された研究も進め られ た｡ Thorndike. , H istory of m agic and e xperi-
m e ntal scie nce, vol.ⅠI Ne w York 1923p p. 874-946; idem ,
" M a n u sc ripts of the writings of Peter
of A ba n o
''
,
in Bulletin of the History of Medicine, ⅩV (1944), pp.20 ト219以後 , ヴ ェ ス コ ゲ ィ - ニ
に 至るま でそ の 再評価が続い て い る｡ ed. Vesc o vini, Lu cidatoT･ ま た同氏に よる研究 には主 に以下の もの が
ある｡
idem .
"Pietro d'A bano egliaffreschiastrologici del Palaz zo della Ragione di Pado va
”
, Labyrin -
tho s, 9(1986) p p. 501 75; ide m.
"
Pietr o d'A ba n oe le fonti astroln o miche gre c o- arabo -latin e(a
proposito del Lu cidato r dubitariu m astro T W mia e)
”
,
Medioeuo, ll(1985) p p･ 65-96; idem ･ ,
"
Peter
of Abano and Astr olog y
''
, in Patrick Cur ry (ed.), Astrolog y, Scien ce a nd Society : H istorical
Es s ays. , Boydell Press, Wo odbridge, 1987. p p.19- 40ecc ･
ll cfr . Patrick Cu r ry (ed.), Astrolog y, Scienc e and Society: H istorical Ess ays ･ BoydellPress, Wo od
-
bridge, 1987.
12 co nciliatoT･ 序文 Venezia : Giunta, 1588
13 T hor ndike, op. cit. vol.IIp. 877; Facciolati, Fasti Gym na sii Pata uini ab an no 1260qγm na sii
prim o ab 1405principiu m Carr ariensiu m ultiu m, Padova, 1757vol･Ⅰ, pars lP PX L V
- X L VIに よると
彼は1315年に66歳で亡くな っ た と記録され て い るため, 1248年を生年とする説もある｡
14 Tizia n, op ･ cit･ ap pendix
15 父はもとはプ ラ - リ ア Praglia (現ア - バ ノ テ ル メ より東に14k程行 っ た地域) の コ ン タ
ー ド で あ っ た
scalvione 家 の系譜に属し, プ ラ - リ ア大修道院長に仕えた｡ ア - バ ノ A bano と モ ン テ オ ル ト - ネ M onte-
o rtone (現ア - バ ノ テ ル メ より東に 3k) の地の聖職録受給者とされ, 1298年9月1 日の 記録 で は コ ム ー ネ
の 印璽に公証人として現れる｡ ed. Vesc ovini, op. °it. p. 22
16 ibide m 父はそ の墓碑銘か らも公証人で あるとされる｡ T horndike, op . °it. γol.ⅠIp. 877
17 Facciolati, op. cit.
18 T ho r ndike, op . cit. vol. ⅠIp. 877 ヴェ ス コ ザ ィ
- ニ に よれば , 使用して い たが翻訳はして い な い とするo
ed. Vesco vini, op. cit. p . 31 また, 彼 は ス ペ イ ン , イ ン グラ ン ド, ス コ ッ ト ラ ン ド へ も訪れ たとされ て い る
が , Facciolati, op. °it. が記録する のみ である.
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で あ っ た Ba rdel｡ n ede Bo n a c co s si に観相学に つ い て の 著作を捧げた 時点 で は, パ リ 大学 で
教鞭を振る っ て い た 19｡ パ リ で の生活は少なくと も1302年頃ま で続けられた よう である ｡ しか
しそ の 間 に マ ル コ ･ ポ ー
･ロ と の 避造 な ども知 られ て お り詳細 に つ い て は あ い ま い な点が 多
い 20 ｡ 確実な記録と して は1306年か ら, 彼は コ ム
ー ネ に よ っ て 多額の 給料を支払わ れる パ - ド
ヴ ァ 大学教授とな っ た ｡ 1276年の 共和国法はバ ー ドヴ ァ 大学で は当地 の出身者が要職に つ く こ
とを禁止 して い たが, そ の法を越え コ ム ー ネ に よ っ て保護され て いi=
21
. 1312年, 異端審問官
Rug ger ode
,Petriolo は, ｢偉大な医師で 占星術師+ で あ る ピ エ ト ロ ･ ダ
ー バ ノ に 対 して 異端宣
告を行うか どうか を審議する ため に バ ー ドヴ ァ の審問官に よ っ て ボ ロ
ー ニ ヤ に召集さ れた聖職
者及び学者に ワイ ン を贈 っ た と い う記録 がある
22
o また1315年3月24 日の信仰告白で は著作に
現 れる異端的兆候に つ い て 2人の 僧が信仰の 確認 をす る ｡ しか し後に ピ エ ト ロ
･ ダ ー バ ノ の 2
人 の 息子が異端者とは呼称されな い事, コ ム
ー ネ に おける ピ エ ト ロ ･ ダ ー バ ノ の 称揚の あり方
を見ると,本当に告発さ れ たの か どうか は不明な点が多い o 1420年 (ヴ ェ ネ
-
ツ イ ア共和国に
ょ る統治時代) に は, ピ エ ト ロ ･ ダ
ー バ ノ の胸像が サ ロ ー ネ の 入り 口付近 に設置され る こ と か
らも, バ ー ドヴ ァ に お ける彼の称揚の姿勢は
一 貫 して い ると見る こ とが で きる｡
彼の 業績は多岐にわ た っ て おり, ①オ リ ジナ ル の 著作で はお お よそ , a) 観相学的で 医学的
な視点に立 つ 著作と b) 天文学
一 占星術的関心 に沿 っ たもの に 分類で きるo ②更 に 医学
･ 薬学
的関心に沿 っ た 注解, 編集作業そ して ③医学書の 翻訳を も行 っ て い る
23
｡
こ の うち, ① - b)
19 著作に よると1295年の こ と｡ サ ヴ ォ ナ ロ ー ラ は こ の当時の彼を表し て ｢第2 の ア リ ス ト テ レ ス+ ｢偉大な
る ロ ン パ ル デ ィ ア人+と表 して い る｡ M ichael Sav onalora, op ･ cit･ 1135
- 8 こ の 他, パ リ で の 記録と し て
1292年に は12世紀ト レ ド派 ア ブ ラ ハ ム ･ イ ブ ン ･ エ ズ ラ の ユ ダヤ 的占星術著作を
ヘ ブ ライ語から フ ラ ン ス 語
へ 翻訳, 1298年に は ライ ム ン ド ゥ ス ･ ル ル ス Raym undu sLullusと の避造を果た して い る o T ho rndike, op ･
cit. p. 878詳細の調査に つ い て は次回とするo
20 conciliator, diff. 67(T horndike, op t cit･ p･ 878)1295年以前 ( 同書完成以前)
21 ves covini, op. cit. p･ 27 1276年共和国法に つ い て ed･ Gloria･ M o nu m enti delta U
niue r sita di Pado ロa
(131 8-1405), 2v ols . Pado v a, 1888 1222- 1318, docu m ents･ p･ 23[Sir aisi, N an cy G
･
･
Arts a nd Scienc e s
at padu a. The Studiu m of Padu a before 1350, Tronto ‥ Pnti fic al ln stitute of Medie v al Stud
ies
･
1973p.23] こ の マ ヌ ス ク リプ トは Verci に よ っ て1787年に 出版されたもの で ある
が , Colle, Storia Scie n-
tifico -letteraria dello Studio d£Pado ua, 4v ols･ Padov a 1894v ol1 3 p･ 133
-142で は , 3 ケ 月 で1500リ
ラが給与で あ っ た とされ て い る こ とか ら, 給与支払い額が他の教授よりも多額で あ っ た と ソ
ー ン ダイク は推
測して いる ｡ T h｡r ndike, ｡p . cit. p. 932遣手に よると, 彼 は バ
ー ド ヴ ア コ ム - ネ に対 して 自身の給与の 未
払い分 (3年間分で150リ ラ) とさら に500 リラを 潮曽するとあるo 今回使用した の は Tiziani, op ･
cit･ に
ょる書き起 こ しで, 放 つ か存在する遺言の写 しを参考 に したもの で あり, 最も信濃性があると思われ
る｡
22 Biscaro
,
"Inquisitioni ed eretici limbardini(1292-1318)
”
,
in M iscella ne adistoria itaiia n a･ s･ ⅠⅠⅠ,
19(1922) p p. 494- 542
23 以上の分輯は ed. Vesc o vini, op . ci七･ に 依拠 して い る. 以下は例示であるo ①a)Co,npilatio p
hysio n omie
(前述)b) 本文に て詳述｡ ② ア リ ス ト テ レ ス 『問題集』 (前述) ③ガ レ ノ ス の 諸作品 , 偽
ヒ ッ ポ ク ラ テ ス
『占星術医学』 などo ま た, 彼 に帰される作品に は以下の ようなもの もあ る ｡ 土占術 (Lucidato
r 中 に も引
用され て い る), 錬金術, 予言 , 魔術的呪術的作品 こうした著作に つ い て の調査は次回以降に回すo
ピ エ ト
ロ ･ ダ ー バ ノ の特 に原典 に即した天文学 - 占星術的側面の研究 はヴ ェ ス コ ザ ィ
ー ニ 氏 の研究に 詳し い o 氏 に
ょ っ て Lu cidato, の マ ヌ ス ク リ プ トか ら の書き起 こ しが近年初めて 出版された o
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に は3 つ の 該当する著作があ る ｡ ま ず, 既 に 述 べ た 『平面天球図』 の 一 部 De im aginibu s,
『Astr o n o mia あ るい は Astrologia の疑 い を明らか に する者 Lu cidato r dlユbita riu m a str o n o-
mia e o a str ologia e』 そ し て 『第8天球 の動 き に つ い て De m otn o cta v e spba er a e』 で あ
る 24. Deim aginibu sは唯 一 残存する15世紀後半の マ ヌ ス クリ プ トとされ て い るが, 殆ど衆目
に さ らされた ことが ない ｡ 今日参照で きるの は 『平面天球図』 に お けるテ キ ス トで ある ｡ それ
は星辰に よる人々 の性格, 生活 へ の影響をホ ロ ス コ ー プとと もに示したもの で ある ｡ 筆者は こ
の テ キス トを既 に分析を進 めて おり, こ こ で はそ の ことを繰り返さな い っ もりで ある｡
Lu cidato rは慎重な占星術擁護論で ある｡ また中世の 神学的文化的コ ン テク ス トに 則 っ た百
科全書的性格を持っ ｡ 13世紀後半か ら14世紀初頭に かけて の 天文学 一 占星術的知識を網羅 し た
利便性の高い便覧の ような役割を果たすもの である25｡ 彼は この 著作に お い て , Astr o n o mia
と Astr ologia が同 一 の もの で ある こ とを示 し, 占星術師, 天文学者, 神学者の 調和を果 た そ
うと目論ん で い る｡ 彼はその 序文にお い て プ ト レ マ イ オ ス へ の 理解を妨げる哲学的思想を知 ら
ない者達か らの攻撃か ら Astr ologia を擁護し, 誤 っ て 理解されて い る学問 に お ける Astr ologia
の論理を再評価する ため に, 本論を書くとする26｡ そ の ため に , Astr ologia が い か に他の 学
問と同様に 一 般的な もの で あり, 理論的な の もの で あ る か を説明する o 彼は Astr ologia を
自然学的天文学, すなわ ち天体の 運行を研究する 理論 (- Astr on o mia) と, 『判断』 の 学 問
`
s cie ntiajudicio r u m
'
と い う実践de m o n strate sに分ける 27｡ ま た, 他の 学問と の比較に お い
て 独自の 学問体系区分を して い る｡ 彼は① ｢説教の た めの学問+(文法, 論理学, 修辞学) ②
｢道徳的学問+ 倫理学あるい は道徳/ 経済/政治学あるい は｢市民法 civilis+ ③思弁的哲学的神
学的な学問と し, こ こ に 自然学, 数学, 神学をおき占星術は こ こに属するとする28｡ こ の 占星
24 『第8天球の動きに つ い て』 に つ い て は成立は1303年と考え られ て い る｡ 詳細 に つ い て は, Vesc o vini,
”
Un trattato dimisu r a dei m utu celesti: il De m otu o ctava e spha era edi Pietr o d
'
A bano
”
, in
M en s u T･a
,
M a s s, Zahl, Zahle n syTnbolih i7n M ittelalteT
･
, Berlin , 1984p p. 277-93; Carm ody, F . , J. ,
The Astro n omical Works ofThabitb. Qurr a, Berkeley-LosAngeles1960筆者は平成9年度卒業論文
『ジ ョ ル ジ ョ ー ネ の天文学的主題に つ い て - (三人の 哲学者) に おける解釈をめぐ っ て - 』 に お い て ピ エ ト
ロ ･ ダ ー バ ノ の こ の著作に つ い て既 に論じ て い る｡ 特 に第4章
25 ed. Vesc ovini, op . cit･ p ･23
26 Qu o nia m a strologice c onsider rationis am biguitates et disc olie, propter ipsius gra nde m difficuト
tatem , c onstant non minim e, tu m qllide m ob eius prolixitatem , tu m qula in lpSa m per Ve nire no n
poss um u s nisis uns u munic o, puta visuin quo non parum inspIC le nteSinc a utie circu mvenit fallacia
insteru m entoro mque similter er ro r e, bu m propte r crebra s, 1aboris as acsu mptu os as obser vation es
ne c e s s ari s in iua, tu m que propter Taros inspectore s eius, qu or u m etiam plurimi qui doctorinis
philosophicis indo cti serm one silustrissimi et pre c IPue Ptholom ei prave intellecto s suscepere, a c
etiam s cientiar u m alique detestantur, ips am qua m pra v e, m axiqu ein eius principiis, que [est] de
natu ra s cie ntia, visu m slquidem mihi Petro Padu a n ensi editionem in lPS a C O ntX e re,qu ailliu sdiffi-
c ultates ac dis colie in qu a ntu m possibile, declarentur , eique adve rsantibus resistatur: qu ae Lucida-
torem ips arum C am malui ap peuare, prl nC IPlu m aliqu od c o mm u ne inve stigans s cientie toti, puta
el qu ede m otibus give totius, etjudiciali･
2 7 co nciliator, D ijf. 10, fol‥ 14r - v : LucidatoT
･
, mjf. I f. 414. ra p. 115 1･ 22; 105;135･ 25- 32
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術は数によ っ て割り出す こ との で きる自然の 変化の 中の不変要素を予測 で きる学問と して位置
付けられ る｡ こ う して Astr ologia 占星術その もの を理論を持 っ 実践的学問 と位置付ける｡
また, こ こ に神学との 融合を果たそ うとする彼の 哲学的基礎は, ア ル ベ ル ト ゥ ス ･ マ グ ヌ ス
ArbertllS Mag un u s(1193-1280) より受け継が れる星辰 の 影響関係に お ける概念 で あ る o す
な わ ちア リ ス トテ レ ス に よれ ば, 自然の変化, 生成消滅を起 こす第1原理 な どの 根本原 理 を探
求する学問が神学で あり, 星 を動か す原動天 は神の 支配する と こ ろで ある ｡ 星 の動きを知る こ
とと はすなわち神学の 追及 に 通 じ る29｡ ア ル ベ ル ト ゥ ス は 『天文学大鏡 Spe c血 n Astr o n o-
mia e』 に お い て以下の よう に 言う｡ ｢こ の世界を秩序付けて い る ほ どの 至高の 叡智の もと に あ
る神で あれ ば, 何 も見えず聞 こえな い道具 と して の 星を通 して 四元素で あ らゆ る もの を お創 り
に なるだ ろう . ま た, そ の こ とを知る に は我々 は - つ の学問を持っ こと にな る ｡ 特に数学 は創
造主が創造物を作 っ た原因を我々 に教えて くれ る し, 自然科学 は経験に よ っ て創造物の 中に 創
造主を発見する とい う こ とを教え て くれる の で ある｡ 様々 な現世の事象の 変化が い か に天体 の
事象の変化 に よ っ て 引き起 こ さ れ る か と い う こ とを観察者 に教え る た め に 第3 の 学問 ( -
Astr ologia) を持っ こ と以上 に観察者に と っ て望 ま しい こ とがあ ろうか+30
ピ エ ト ロ ･ ダ ー バ ノ に と っ て 占星術は, 迷信的な魔術や呪術で はな く, 理 論的で 自然学的な
学問と して そ の 文脈に挿入 され る ｡ それ は, 星辰に よ っ て もた ら され る人間世界 へ の影響を実
践的経験的理論をも っ て 直接知 らなけれ ばな らな い とする, そ れ ま で の 自然哲学の伝統か ら 一
段階進ん だ視点で あ っ た ｡
彼に おける占星術と は, 世界把握の た めの 自然学的学問体系で あ っ たと い え よ う｡
バ ー ドヴ ァ の マ ル シ リ オ は, 1275180年頃が生年と される o 彼の 父 は バ ー ド ヴ ァ 大学の 書記
官を勤めて い た ｡ 法学者に よ る組合が バ ー ドヴ ア コ ム - ネ の 政治を直接操作す る様子 を,彼は
若生頃より身近 に見 る こ とが出来て い た 31. 1313年 に は バ ー ドヴ ァ 大学の 人文学部の r e cto r
とな っ た記録がある ｡ 彼は ヴ ェ ロ ー ナ の ス カ ー ラ家及 びミ ラ - ノ の ヴ ィ ス コ ン テ イ 家と の提携
者と なる｡ 後に パ リ大学 へ 移籍する こ と に な るがそ の 記録は存在しな い ｡ 後に は学長ま で 登 り
っ め る32｡ 『平和の擁護者』 は1324年に完成した｡ 1327年に は ア ヴ ィ ニ ョ ン に お い て 教皇 ヨ ハ
28 Lucidator, diff. Ip. ll 1. 38-27m athe m aticus に は光学, 求積法 , 幾何学 , 算術 , 音楽, そ し て 占星
術が含まれ る｡ 更 に彼が政治学を ｢市民法+ と言い換え て い る こ とも興味深い ｡ 後述する マ ル シ リ オの論理
と の 関連も考えられ るが , 同時代に おける学問体系の あり方 に つ い て 今後更なる調査を進めた い 0
29 J. D. North,
` `
Medie v al Conc epts of CelestialInfluenc es : A Su r vey.
”
; R . Lem ay,
. ``T he Tr u e
Place of Astrolog yin Mediev al Scienc e a nd Philos ophy : To wards a Definition ,
'' in ed. Cu r ry, op.
cit. ; ア リ ス ト テ レ ス 『自然学』 山本光雄編 ｢ア リ ス ト テ レ ス 全集1+ 岩波書店1987; ア リ ス ト テ レ ス 『生
成消滅論/ 気象論』 山本光雄編 ｢アリ ス ト テ レ ス 全集3+ 岩波書店1987; ア リ ス ト テ レ ス 『天 に つ い て』
池田康男訳 ｢ 西洋古典葉書+ 京都大学出版会1997また 『自然学』 Ⅱ . - [196 b22- 3, 197a35] ; 『形而上
学』 Ⅸ . [1047 a24-26], [1047 b6-14] も参照｡
30 T hor ndike. op. cit. v ol. Ⅱ p . 697 より抜粋そ こ に は ア ラ ブか ら の大きな影響があるが, 本稿 で は割愛する｡
31 こ の こ と に つ い て は特 に Siraishi, op . °it. 及 び筆者修士論文第3章｡
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ネ ス22世 (在位1316-34) に よ っ て異端者と宣告さ れ た ｡ 1326年に は パ リ を追 わ れ ニ ュ ル ン ベ
ル グの ル ド ゲ ィ - コ ･ バ ヴ ア リア Ludovic o Ba v a ria (1283?-1347ル ドゲ ィ - コ 4世神聖 ロ ー
マ 皇帝在位: 1328- 47) へ 保護を求め る｡ 同地 で は彼の助言者として座 し, 1327-30年の イ タ リ
ア遠征に も随行した ｡ ロ ー マ に お ける バ グ ア リ ア公 の戴冠, ヨ ハ ネ ス22世の廃位と新教皇 の 選
出に は マ ル シ リオの 思想が 関わ っ て い た ｡ 『平和の擁護者』 はたとえ短 い 間で も当時の 歴史的,
政治的現実に 直接与 え た影響力 は絶大な もの で あ っ た 33｡ そ して1342-3年 に病に 倒れ没 し
た 34｡
現代語版に して優 に600ペ ー ジを数え る膨大な書で ある 『平和の 擁護者』 は彼の 置か れ た環
境が その 執筆の要因とな っ て い るとさ れる ｡ ｢平和と静穏+ が いか に して達成で きる の か を こ
の 著書に よ っ て示 して い るの で ある｡ 当時コ ム ー ネ と して の バ ー ド ヴ ァ は近隣諸国か らの 侵攻
にお びえ る衰退期であり, 1318年に は つ い にカ ッ ラ ー ラ家に よる領主制が開始された時期で ち
あ っ た 35｡ また北イ タリ ア全土に お い て も, 各地域領主の 権力蹄争, 神聖 ロ ー マ 皇帝軍の 侵攻
(1310-1313) な ど混乱と恐怖の 時代に直面して い たの である ｡
彼の掲げる平和と は, 市民と国家の完全な 自治に よ っ て 達成さ れ る もの で あ っ た ｡ 国家は
｢市民の 団体univ e rsita s civiu 皿+ その もの で あり, 完全 な自治権を有する こ と で 国家たり え
た36｡ 後代に与えた影響は大きく, 後に マ ル ク ス 主義との 関連と ともに引用される こ ともあ っ
た｡ こ こにお い て教会に お ける ｢信者の 団体u niv e r sita sfidelium+ はそ れ自体の内面的な趣
旨 (神に祈る こと) によ っ て存在意義の ある唯 一 の公共団体であ っ たが, それ は ｢市民の団体+
とま っ たく同 一 の もの と な っ た ｡ 第2巻2章にお ける ｢教会 e c cle sia+ の定義で は37, ア リ ス
32 ゥ ル マ ン 前掲書p. 227に よると彼は バ ー ド ヴ ァ 大学 で ｢ 自然+を ｢ 実に ひ ど い教師+ に教え られた ｡
M arsiliu s of Padu a
,
Defe ns orpacts, tr a n slated with a nintroduction by Alan Gewirth, Toronto :
University of Toronto Pre s s, 1990, c1980(Mediev al Ac ade my re即ints for teaching; 6) Original
ed. : Ha rpe r Torcbbo oks, 1967 [fir st published Colu mbia University Press, 1957] p. xix で は パ リ大
学で ピ エ ト ロ ･ ダ ー バ ノ と接触を持 っ た とする｡ E. Berti,
"
Filo sofia, a strologia e vita quotidiana
n ella Pado v adel Trece nto
' '
, in I Dondi dell
'
OT･Ologio ela padoL)a dei Car r a re si, M o ntagnana, 1989
p p. 17-28に よると彼は バ ー ド ヴ ァ 大学 で 初期人文主義者た ちと の 接触をも っ た と い う ｡ Anto ny Black,
Politic altho ught in Eu T
･
OPe, 1250-J450, Ca mbridge; Ne w York: Cambridge University Press, 1992
p. 58で は バ ー ド ヴ ァ 大学 で 医学を学び, イ タリ ア で doctor と なり, パ リ大学人文学部で 教稚を振る っ た と
ある. 本稿で は マ ル シ リオ の思想的特徴に焦点を絞 っ たため, 研究史や具体的なデ ー タ を割愛せざるを得な
か っ た｡ 彼 に つ い て は政治思想研究に おける厚い堆積が あ る｡ 詳細 に つ い て は . W alter ロ11m ann , エα∽
a nd politic s in the M iddle Ages/ an introduction to the so urce s of m ediev al political ide as,
Cam bridge & c. : Ca mbridge University Pr ess, 1975p.282; Black, op. tit. p . 197; Nede r man ,
CoTn m u nity and Consent the secular politic althe ory of Marsiglio of Padua
'
s D E F E N S O R P A CTS,
M ayland 1995
33 ibidem ･ p ･58
34 詳細は Ala n Gewirth, Ma rsilius of Padu a, The Defender of Peace, Vol. Ⅰ: M arsiglius of Padua
and Medie v al Political P hilosop y, New York, 1951p p. 20-23を見よ｡
L
ま た Nederm an , op. cit. を参照
35 se m e nzato, camillo, Padoua . R itratto diun a citta Tnillen a ria , Padov a :E ditoriale Prp gram m a,
1996
36 Defenso rpa cts diet. I chap. X VII
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ト テ レ ス の 『政治学』 を引用し つ つ 38, そ の 本来の意味 へ の 回帰 として の ｢信者の団体+ と し
て の教会を定義する｡ すなわ ち ｢キリ ス トを信L:, キ リ ス トの 名を呼ぶ信徒全体｡ そ の 信徒全
体の 全て の部分は何 らか の 共同体すなわ ち同志 なの で ある+39o こ の構成員は俗人と聖職者で
構成され るが ･ 両者の違い は特別 な資格の み で あ っ て , 総体と し て は全て 同じ ｢市民+ と し て
の機能を果た した｡ こ う して ロ ー マ 教会に よ っ て作り上 げられ た教会の ヒ エ ラ ル キ ア そ の もの
を崩壊させ , 教会を国家と同 じ社会学的次元 に存在して い る 一 つ の 団体と し て位置付 けた 40｡
ま た彼は, 法そ の もの の概念を転覆させ た o 中世に お い て 法は神そ の もの で あり, 中世の 統
一 の 原理 は, キリ ス ト教の神を媒介する法と倫理 ･ 道徳との 一 致をも要求した｡ すなわも, 人
の法は神の 法に服従す べ き もの で あ っ た o ト マ ス ･ ア クイ ナ ス はそ の法を二 つ に分 仇 自然 法
と実定法と して定義した o すな わち, ｢自然法は神に よ っ て人間の 精神 に 吹き込ま れ た理性的
な捷で あり, 人間に よ - て 定め られ た実定法は自然法か ら 一 般的綻と して 導き出され る もの で
ある+41o 更に , そ の 実定法は ｢正義+ か ら導か れね ばならなか っ たo なぜ な ら, 正義は徳に
属するか らで ある42o 更に 徳と して の正義は, 自然法の もろも ろ の 提の 中で 人間に 顕示 さ れ
て い る もの の い か な る命令や権威に も打ち克 っ べ き もの で あ っ た 43｡ イ ル ネ リ ウ ス に お い て
は, 正義と法 は同 一 視され て おり, 正義が法の本質で あ っ た○ ダ ラ テ ィ ア - ヌ ス は ｢法 は正 義
iu stitia で あるが ゆえ に法と呼ばれ る+ とい っ て い る44o ま た, 神学者と して の ア ル ベ ル ト ゥ
ス ･ マ グヌ ス は ｢こ の (ロ ー マ 法の) 正義に よ っ て , もちろん キ リ ス ト教の 綻の正義を承認 し,
か つ 受容したの で ある+ と述 べ て い るo す なわち ロ ー マ 法と教会法はお互 い に正義に よ っ て 承
認 しあ う特権的な法を構成する2?の 部分で あ - た 4 5o だか ら, 法の 実現的姿は神の正義の 実
現 で なけれ ばならなか っ たの で ある4 6o しか し マ ル シ リオ に と っ て ｢法+ とは, 国家にお け る
人間生活を秩序付 け規定する力で ある か ら こ そ , そ の 強制力 を付与す る の は神で は な か っ
た 47o すな わち法を作り出すの は市民全体 ｢人 間的立法者+ で あ っ た 48｡ そ して こ こ に 主権
37 ide m･ Dict･ Ⅱ Chap. Ⅱ - Ⅲ
38 I[
･ 10･ 1272a lO｢全七の人 は民会の会員である+ ア リ ス ト テ レ ス 『政治学』 山本光雄編 ｢ア リ ス ト テ レ
ス 全集15+ 岩波書店1969
39 Defen sor pacis Dict･ Ⅱ Chap. Ⅱ - 3
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Ulm an n, op. °it. p. 339ecc.
ト マ ス (稲垣良典訳) 『神学大全』 創文社1977Ⅱ -1p. 91- 97
ボ ロ ー ニ ャ の 法学者 バ ル ト ル ス (1357没) は以下の ように言うo ｢ 法は正義に 由来する と い わ れるが ,
そ れ は正義 は徳 virtu であり, 法は徳それ自体の実行だから である+ 森征- 『｢モ ス ･ イ 夕リク ス M osltalicu旦+
の法学思想 - 中 断 - マ 法学 の 正義の 学と し て の側面 - 』 慶鷹義塾大学法学部 『法学研究』 第61巻6号
(1988;6)p p. ト36所収p. 7
ダ ン ト レ - ヴ (久保正幡訳) ｢自然法+ 岩波書店60_ 61
森 ｢モ ス ･ イ 夕 リク ス M osltalic us+ の法学思想p. 16, 18
同書p.19
こ の ような考え の下, 特 に ボ ロ ー ニ ヤ に 暮らす註釈派である法律家たちは自ら の使命を - マ法と教会法
の研究に お い たo そ れ らを神の真理 を最も直接的に繁栄させ たもの , 全 キリ ス ト教徒の不変の法と考え, こ
れ らの法 の上 に の み専門的教育が可能で 固有の法文化が形成されうる と判断した の で ある｡
Defens o rpacts Dic上. Ⅱ C hap. Ⅷ e e c.
- 56-
者と して の市民が確立さ れた ｡
彼に と - て国家と は ｢生きた自然+ で あ - たo 市民は法を制定する こ とに よ っ て (そ の 国家
の 政体も市民の 手に よ っ て選択され) そ の秩序と国家の機能 (公務) を生み出す｡ そ して そ の
秩序の うちの 限定され る こ と に よ っ て , 市民 は合意 の元で 国蒙の 機能を変革して いく こと がで
きる｡ すなわ ちそれ は ア リ ス トテ レ ス が国家は自然 であると示唆したように , 披に と っ て の 国
家と はま さ しく純粋に単純に ｢自然な政体+ として 現れる 49o 彼は自然と神の関係に つ い て ,
信仰の 問題で あり, 合理的な証明が不可能な問題 と い う自明 の 理 か ら出発する 50｡ こ の こ と
に よ っ て , 人間的な政治に 対する, 経験的で観測可能な限りに お ける自然の影響を受ける こ と
に な るの で ある ｡ 彼の 理論に お ける ｢国家+ は人間生活の上で 経験的な自然 に晒され る もの で
あ っ た｡
更に彼は第1巻第11章 一 3 に おい て , 興味深い 指摘を行 っ て い る｡ 法の 成立 に は時間 と賢明
さ が必要で ある と説い た後に, その 規定の 範囲の定義に は, 幾 っ かの 理解を総体した とき に初
め て真実が得られる と し, これ は特に占星術と同じで あると述 べ る｡ これ は彼が 占星術そ の も
の へ の興味を抱きつ づ けて い る こと を示すとい えるだ ろうo ま た, 彼が占星術とい う もの を幾
つ か の 理論的素材を持 っ て 限定され て い く論理 で ある と考えて い る とも解釈で きる｡
両者の 理論を概観する こ とに よ っ て 現れた の は, 通呈する哲学であ っ た ｡ すなわ ちその 世界
は経験論的で実証的な もの で しか ない o ピ エ ト ロ ･ ダ ー バ ノ の経験論的宇宙観は科学的方法論
の 端緒とされ る が1, こ こで 彼と マ ル シ リオに お け る国家と占星術の 関連と い う こ と を考え
る ならば, 占星術は国家が未来を知る ため に手に する こと の で きる経験的手段で あ っ た｡ 国家
もまた自然の影響を受ける純粋な自然の政体で あり, その 変化を探求する ことが で きる学問と
して 占星術が位置付けられ ると い える o 振り返 っ て サ ロ ー ネと い うト ポス を考え た場合, こ こ
に存在する占星術は, もはや唯の暦で はなく宇宙を知るため の学問体系で あ る｡ そ して法と と
もに お互い が共通 の世界を把握するため の実践的規範と して存在するの で はな い か｡ そ の成立
年代を考える な らば, バ ー ドヴ ァ ･ コ ム ー ネ に おける政治観に はより深い調査が必要で ある と
思わ れるが , 14世紀初頭の バ ー ドヴ ァ にお い て 国家と占星術は経験論的方法論と い う道筋で 連
関するもの で あ っ た とい う ことが判明したと云 っ て よい だろう｡
48
49
50
51
ウ ル マ ン 前掲書p. 230
ア リ ス ト テ レ ス 『政治学』 vol‥ ト Ⅱ 1253a26
Dict. Ⅱ C hap. X Xp p279ff.
Siraisi, op. °it. p. 22
ー 57-
